
2008年度　超深地層研究所を利用した他機関との

共同研究や施設の共用のタイトル一覧
                        　　　2008.9.11-12東濃地科学センター　牧田さんから兼松聞き取り
１．名古屋大学（原子力機構との共同研究）
①「瑞浪超深地層研究所における地下深部岩盤の歪み変化のメカニズムに関する研究」
　　　　　ボーリング孔に歪み計を設置して観測する。
  ②「結晶質岩帯断層中における選択的物質移動経路の同定とその長期的挙動解析技術の開発」
２．東北大学 （原子力機構との共同研究）
　「傾斜計を用いたモニタリング技術の開発」
　
３．武蔵工業大学（原子力機構との共同研究）
　「放射化分析手法を用いた微量元素分布に関わる研究」
　
４．京都大学（原子力機構との共同研究）
　「地質構造復元技術の高度化研究」
５．（財）電力中央研究所（原子力機構との共同研究）
   ①「安定同位体や放射性同位体等による地下水年代測定」（国の委託事業）
   ②「岩盤中物質移行特性原位置評価技術高度化調査」（国の委託事業）
     　 エネ庁の契約タイトル／平成２０年度地層処分技術調査等委託費（地層処分共通技術調
査：岩盤中地下水移行評価技術高度化開発）
　　　　　　　　　　　　　　　（約５ヶ年計画の２年目　別紙仕様書）
６．（独）産業技術総合研究所（原子力機構との共同研究）
　　　手続き中
７．（財）地震予知総合研究振興会東濃地震科学研究所（研究所の共用）
    「坑内への地震計、歪み計の設置」
８．「等」熊本大学（原子力機構との共同研究）
　「東濃地域を対象とした亀裂分布のマルチスケールモデリング技術の開発」
  　 （ 東濃のボーリングコアを使ったり、過去の原子力機構の調査結果を使って行う。）
 2008年度の東濃地科学センター事業報告には名古屋大学、東北大学と共同研究実施、地震研究所に施設を提供したとあります。ところが実際は岐阜大学、熊本大学、武蔵工業大学、電力中央研究所も共同研究を行っていました。原子力機構は有名大学など見栄えのよいところだけを報告書に掲載しました。 

